
維管束の異常が‘新甘泉’の変形硬化症状の発生に及ぼす影響  

１ 情報・成果の内容 

（１）背景・目的 

果実の一部分が萎縮・硬化する変形硬化症状は、‘新甘泉’の収穫果実の品質低下要因として

問題となっている。そこで、発生原因の解明のため、養水分供給の遮断による再現試験及び疑義

症状を呈す幼果の内部形態調査を実施した。 

（２）情報・成果の要約 

１）変形硬化は、生育初期に果実への養水分の供給不良が起こると発生し、不良状態が一定期間

継続すると症状は悪化する。 

２）養水分の供給不良には、維管束の位置的異常が関与している可能性がある。 

２ 試験成果の概要 

（１）試験１：人為的な維管束切断が症状発生に及ぼす影響 

１）試験方法 

満開 30 日後に無症状の果実を選び、果梗の一部を精密ナイフ

で切除して維管束を切断した（図１）。切除部に形成されるカル

スは切断後 28 日または 56 日目まで２週間おきに除去を繰り返

し、除去を全く行わない果実もあわせて、それぞれ処理区とした

（処理果数30果/区）。また、満開102日後にも同様に維管束の

切断を行い、こちらは切断後28 日目までカルス除去を行う処理

区（処理果数20果/区）のみとした（図２）。収穫期に変形硬化

症状の発生率を硬化程度別（表１の基準で評価）に調査した。 

 

 

 

２）結果 

満開30日後に切断した区をカルス除去期間別に比較すると、カルスを28、56日間除去し続け

た区では、発生率が９割を超え、硬化程度「大」の果実が半数以上を占めた。カルスを除去しな

かった区でも発生率は71％と高く、硬化程度「大」の果実が35％発生した。一方、満開102 日

後に切断した区の発生率は 25％で硬化程度も軽く、維管束切断による影響か判然としなかった

（図３） 

 
 

図３ 維管束切断処理が「新甘泉」の変形硬化症状の発生に及ぼす影響 
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表１ 硬化程度の評価基準 

程度 症 状 

小 
凹みが極浅い又はやや深
く、幅が１cm未満 

中 
凹みが浅い又はやや深く、
幅が１cm以上３cm未満 

大 
凹みが深い又はやや深く、
幅が３cm以上 

処理区 ５月 ６月 ７月 ８月 

30日後切断-除去なし  ■           
30日後切断-28日間除去  ■           
30日後切断-56日間除去  ■           
102日後切断-28日間除去         ■    

図２ 維管束切断処理のタイミングとカルス除去期間 

※ ■は維管束切断のタイミング、網掛けセルはカルス除去期間を示す 

図１ 果梗部分に維管束切断 

処理を施した果実 

（2020年５月15日） 



（２）試験２：果実内部の形態観察 

１）試験方法 

満開31、52日後に、変形硬化の疑義症状のある果実と無症状の果実を各７果採取し、食紅（食

用赤色３号）で着色した水道水（以下、食紅水）に果梗部を２時間浸漬後、果実を赤道面と平行

に切断し、横断面を観察した。満開106日後に、変形硬化発症果と無症状果を各５果採取し、シ

リンジで果梗部から食紅水を72時間加圧注入後、同様に横断面を観察した。 

２）結果 

無症状の幼果の維管束は、果実中心部から同心円

を描くようにほぼ等間隔に並ぶが、疑義症状のある

幼果は、果面の凹み症状と果実中心部を結んだ線上

に位置する維管束が果皮側にずれていた（図４、図

５のＡ、Ｂ）。このズレは果実内部に限らず果梗部

でも確認され（図５のＣ）、満開 106 日後に採取し

た発症果実でも認められた（図５のＤ）。 

 

  

  

 

（３）以上の結果、変形硬化症状は養水分の供給不良によって発生し、供給不良には、果梗から果心

部に向かって伸びる維管束の位置的異常が関与していると推察された。また、幼果で維管束の異

常が確認されたことから、変形硬化症状が発生する資質は結実初期の段階で既に備わっているも

のと考えられた。 

３ 利用上の留意点 

維管束の位置的異常が生じる原因及び位置的異常が変形硬化症状を誘発する機構については不明

である。 
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図５ 変形硬化の疑義症状がみ

られた幼果の横断面 

Ａ：疑義果(満開31日後：5/15採取) 

Ｂ：疑義果(満開52日後：6/5採取) 

Ｃ：疑義果の果梗部分(同上) 

Ｄ：変形硬化発症果(満開106日後：

7/29採取)） 

※    は外側にずれた維管束、 

     は疑義症状または変形硬化 

症状発生部位を指す 

図４ 果実横断面で見られる維管束配置 

の模式図 

 



 


